
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ベアトリス

ソロリティ

ゴシック

ゴシック

13

喪失

23

煉獄

12
ドローレス

鳥篭の鳥

しょうがないひと

死人の目

別れの言葉

それは少女の名前だ。変化することを厭われた少女の名前。あなたはそれを彼からもらった。 彼はやさしかったが、どこかあなたに異常な執着をしている素振りをみせることがあった。 あなたに向かって「愛しているよ」というとき、その目が必ずしもあなたのことを見ているわけではないことに気づいていた。 あなたの体は【バロック】のクラスを拒絶する。

閉じ込められている小鳥がかわいそうで。あなたは、篭の中の小鳥を逃がした。今のあなたは、死なない身体に閉じ込められた小鳥。いつか誰かが哀れみ、逃がしてくれるだろうか。

あなたは何度か、彼から逃げ出そうとしたことを思い出す。自分を守るために戦うだけの力や能力も与えられていたはずなのにどうしてだか彼を前にすると、それを行使することができなかった。 泣きじゃくりながらあなたを叩き壊す彼の声は、あの怪物の声によく似ていた。 「きみは＊＊＊＊じゃなかった！　きみは＊＊＊＊なんかじゃない！！」あたりまえじゃないかそんなの。その感情が憐憫だったのか、諦観だったのか、怒りだったのか、それだけが思い出せない。何度かすがりついて泣く彼のことを見下ろした記憶がある。「ぼくはきみにひどいことをしてる。戻ってこないものを追いかけていつも違うものを作って、違う人になったら殺してやると思っている」「やめられないんだ。きみが、あの子が、戻ってきたとしてもそのころには」 「きっと見るにたえない化け物になってるに決まってるんだ」

「どんなすがたになっても、必ずきみをみつけてあげる」 棺の縁に手をかけて、泣き顔を懸命にゆがませて――それは笑おうとしているふうだった――彼が震える声で言うさまを、あなたは見上げていた。 花で満たされた棺の中から。 それはだれの目線だったろう。自分のようでもあるし、まったく知らないだれかの目だったようにも見える。0 1 1

2 1 3

2 1 3

たからもの

セントスザンナ

ハデッサ

依存

友情

依存

3

3
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1

ポジション

メインクラス

メインクラス

メインクラス

サブクラス

頭

頭

頭

頭

頭

頭

腕

腕

腕

腕

腕

胴

胴

胴

胴

胴

脚

脚

内緒話

肉の宴

悪食

背徳の悦び

引き裂き

のうみそ

めだま

あご

アドレナリン

エンバーミング

しびとだけ

こぶし

うで

かた

アイススクープ

わたし

せぼね

はらわた

はらわた

しんぞう

ほとけかずら

ほね

ほね

オート

アクション

オート

ダメージ

オート

オート

オート

オート

アクション

オート

ジャッジ

ジャッジ

オート

アクション

ジャッジ

アクション

アクション

オート

オート

アクション

オート

オート

オート

ジャッジ

オート

アクション

アクション

0

1

0

0
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2

0
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1

4

2

1

0

3
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効果参照

自身

効果参照

自身

自身

0

0

0

0

0

自身

0

自身

0

自身

自身

バトルパート開始時と終了時、自身除く任意の姉妹一体と対話判定を行ってもよい

損傷した基本パーツを一つ修復

自身の攻撃によって対象に発生させた切断判定の出目-2

使用済みの「ラピッド」「ジャッジ」「ダメージ」のマニューバを一つ、再使用可能にする

自身の【あご】【こぶし】の効果は「肉弾攻撃1+切断」となる

2

1

肉弾攻撃１+切断

妨害２。1ターンに何度使用してもよい。ただし1回の判定への重複不可

妨害2

肉弾攻撃１+切断

支援１

移動１

白兵攻撃1+切断（相手は切断判定修正+2）、防御軽減不可

片目のない人形。

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

支援1or妨害1

移動１

移動１
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